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 Y 大学野球部に所属する投手のうち 2017 年春季リーグ戦・秋季リーグ戦に登板した X 投手を



















が加盟する Z 連盟では、打者一人あたり球数は 2017 年春季リーグ戦が 3.81（打者 2,877 人に対
して 10,965 球）、秋季リーグ戦が 3.80（打者 2,879 人に対して 10,930 球）であったことから、各
計測日のリリース速度最速 4 球を対象とした。 
 Z 連盟は 6 大学で構成され、リーグ戦は春季・秋季とも 8 週間にわたって総当たりで開催され
る。各週第一回戦は土曜日に開催される。そこで、管理図に適用する計測結果は、試合が開催さ
れる土曜日の直近日に計測されたものとした。具体的には表 1 に示すとおりで、金曜日が最多で
5 回、木曜日が 2 回、水曜日が 3 回であった。なお、試合が組まれていない週（春季・秋季とも
第１週、第４週、第７週）は対象外とした。 
表 1 管理図に適用した計測日 
春季 秋季 
第２週 第３週 第５週 第６週 第８週 第２週 第３週 第５週 第６週 第８週 
金 金 水 金 水 金 木 金 水 木 


































効率性評価指標は 0 から 1 の範囲の値で示され、1 に近い値ほど効率性が高いと判断される。本
研究では、Charnes-Cooper-Rhodes モデルを用いて効率性評価指標を算出することとし、また、
DEA は効率性を相対評価するための手法であることから、Y 大学野球部の各試合に登板した投

















 X 投手のリリース速度に基づく管理図を図 1 に示す。平均値は 136 km/h から 144 km/h の範




（注）春季・秋季とも第 1 週、第４週、第７週に Y 大学野球部の試合は組まれていない 
図 1 X投手のリリース速度に基づく管理図 
 
 X 投手の回転速度に基づく管理図を図 2 に示す。平均値は 1,700 回転/分から 2,000 回転/分の














































（注）春季・秋季とも第 1 週、第４週、第７週に試合は組まれていない 
図 2 X 投手の回転速度の平均値とレンジの推移 
 
4.2. 主観的評価 
 X 投手の日誌および投手コーチのメモに基づく主観的評価の結果を表 3 に示す。春季リーグ戦
の第２週と第８週を除けば、両者の主観的評価は概ね同じ傾向にあると見受けられる。 
 
表 3 主観的評価の結果 
 春季  秋季 
週 ２ ３ ５ ６ ８  ２ ３ ５ ６ ８ 
X 投手 5 -- 3 4 4  2 3 4 4 3 
投手コーチ 4 3 3 4 1  2 4 5 3 2 
 
4.3. 登板結果 
 X 投手の 2017 年の個人戦績を表 4 に、登板結果指標を図 3 に示す。春季リーグ戦での登板機
会は 10 試合 29 回であったが、秋季リーグ戦では 4 試合 3 回 3 分の 1 と大幅に減少しており、
チーム内の序列が大きく低下したことがわかる。 
 




















春季 2 1 4 21 5 1 1 1 1 1 4.20 .386 
 2 2 5 18 4 0 1 0 1 1 4.50 .472 
 5 1 2 51 14 1 0 0 4 3 3.64 .606 








































 5 3 4 49 14 2 0 0 4 6 3.50 .765 
 6 1 2 14 5 2 0 1 1 0 2.80 .429 
 6 2 1 118 34 6 5 0 9 5 3.47 .542 
 8 1 2 8 2 1 1 2 0 0 4.00 .000 
 8 2 1 25 6 2 1 2 1 0 4.17 .240 
 8 3 1 123 31 4 5 2 7 4 3.97 .409 
秋季 2 1 5 4 2 0 0 0 ⅔ 0 2.00 1.000 
 2 2 3 20 5 1 0 1 1⅓ 2 4.00 .619 
 3 1 3 22 7 4 1 3 ⅔ 0 3.14 .182 




































































































永田靖. (2006). 管理図. 品質管理のための統計手法 (107-112). 東京: 日本経済新聞社. 
常広文太. (2020 年 12 月 25 日). 社会人野球でも科学的データ 新たな視点、指導に生かす. 日
本 経 済 新 聞 社  電 子 版 . 参 照 日 : 2021 年 4 月 15 日 , 参 照 先 : 
https://www.nikkei.com/article/DGXZQODH177YX0X11C20A2000000/ 
森丘保典. (2014). コーチング学における事例研究の役割とは？：量的研究と質的研究の関係性. 
コーチング学研究, 27(2), 169-177. 
森本吉謙, 伊藤浩志, 川村卓, 奈良隆章. (2014). 投球運動における高強度領域での主観的努力度
の変化がボールスピードに及ぼす影響とその再現性. コーチング学研究, 27(2), 195-202. 
川村卓. (2017). 私のコーチング：野球のコーチングを例に. コーチング学研究, 30(3), 41-44. 
林卓史. (2019). スピンレート革命：回転数を上げればピッチングが変わる フィードバックコ
ーチングの実践. 東京: ベースボール・マガジン社. 
林卓史, 佐野毅彦. (2019). 大学野球におけるストレートのリリース速度と回転速度の効力の検
証. スポーツ産業学研究, 29(2), 137-147. 
林卓史, 島田一志. (2018). 大学野球リーグ戦における投手コーチングの実践：ストレートの内省
およびリリース速度・回転数に着目して. 北陸体育学会紀要(54), 15-25. 
 
林 卓史(経営学部ビジネス企画学科)*1 
佐野 毅彦(慶應義塾大学大学院 健康マネジメント研究科)*2 
管理図による投手評価に関する事例研究
ー　25　－
